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本市のまちづくりの基本的な指針である「第４次泉南市総合計画」では、豊かな自然を

舞台として、そこで生活する市民が地域の環境やまちづくりに関心を高め、新たな地域創

造に参加し、市民・事業者・行政がともに手を携えて、自律的なまちをめざすとともに、

他地域との交流や連携を図り、ネットワーク型のまちづくりを進めることを基本的な考え

方としています。そこには、市民自らのまちづくりへの積極的・主体的な参画と、行政と

の協働、交流と連携がキーワードとなっています。 

この計画においても、「第４次泉南市総合計画」の基本的な考え方をベースに、「だれも

が自分らしく、よりよく生きることができるように、だれもが担い手となると同時に、受

け手として、お互いさまの関係を築き、共に住み良いまちをつくりあげる取り組み」すな

わち「地域福祉」を進めていくため、「お互いの人権の尊重と認めあい」「ともにささえあ

い、助けあう」「地域にかかわる様々な担い手が知恵や力を出しあい、ともに取り組む」こ

とを基本理念とします。 

そして、次のような地域社会をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このようなことから、めざすべき社会の将来像としては次のように設定します。 

 

 

 １ 計画の基本理念 

めざすべき地域社会 

○市民一人ひとりがお互いに基本的人権を尊重し、その存在を認めあい、命を尊び、

だれもが排除されることのない、差別されることのない、共に生きる地域社会 

○地域の中でＳＯＳを見逃さず、必要な人に適切に支援が届き、安心して生活ができ

るあたたかで、やさしさにあふれる支えあいの地域社会 

○行政と多種多様な個人、機関や団体、事業所等が連携し、協働して取り組むことに

より地域の特性を持ったきめ細やかで質の高いサービスの提供や地域の自立性が高

まる地域社会 

○だれもが地域の中で、安全に安心して、快適に暮らせる地域社会 

あいを育む泉南市 



 －５６－

 

 

この計画は、第１章で記述したように、次の３つのことを主な目的に策定しています。 

① 地域で見えにくくなっているお互いの「つながり」を新たにつくり直すこと 

② サービスを必要とする人、支援を必要とする人が適切に利用できる、孤立化させな

いなど、セーフティネットが有効に機能するような仕組みにすること 

③ 安全や安心を脅かす犯罪や災害への不安を軽減するとともに、だれもが快適に暮ら

せるようにバリアフリーのまちづくりを進めること 

この計画は、この目的を踏まえるとともに、めざすべき地域社会を実現するため、計画

の基本目標を４つ設定します。 

 

 

 

市民がお互いに尊重し、認めあうことが人間関係を築く上での基本となります。

コミュニティでの希薄化の中で、一度こわれた人間関係を築いていくのは容易なこ

とではありませんが、一人ひとりが地域社会の一員としての自覚を持ち、お互いを

知り、理解し、認めあうことができるようにする必要があります。 

また、地域社会にはひとり暮らしの高齢者をはじめ夫婦や兄弟など、高齢者のみ

で暮らしている世帯、障害のある人のいる世帯、子育てに悩んでいる世帯など支援

を必要とする様々な人が暮らしています。しかしながら、必ずしも必要なサービス

や支援が提供されているとはいえない状況もあります。このような人を見逃さない

ためにも、日ごろからのつきあいの中で信頼関係を築き、相談にのったり相談した

りできるようにすることが重要です。 

そのため、隣近所、自治会、小学校区など地域社会の中で、共に生きる意識を高

めるとともに、世代間交流、障害のある人との交流、外国人との交流など、多様な

交流を進めます。 

 

 

 

 

本市では、ボランティア団体による福祉活動や地区福祉委員会活動など、地域住

民主体の活動が取り組まれています。しかしながら、活動が地域の中であまり知ら

れていなかったり、その意義が十分に理解されていない状況もあります。また、担

い手も青年層や男性の参加が少ないなどの課題や役員のなり手が少ない（ない）な

どの課題があります。 

一方で、青年層でも話し相手や見守りなどはできると考えている人も多く、こう

 ２ 計画の基本目標 

地域社会でのつながりをつくるために 

基本目標１

住民主体の地域福祉活動を進めるために 

基本目標２
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した意識を実践に結び付けていけるようにする必要があります。 

そのため、地域社会に暮らす住民一人ひとりが地域福祉の担い手であることを自

覚できるように、市政への関心を高め、参画を進めるとともに、NPOやボランティ

ア活動、身近な地域での福祉活動を促進します。 

また、様々な機会をとらえて地域福祉の担い手の発掘や育成を行っていきます。 

さらに、住民主体の地域福祉活動を進める上で、社会福祉協議会の果たす役割は

非常に重要であることから、社会福祉協議会との連携を強化します。 

 

 

 

地域社会の中で、だれもが自分らしくより良く生きるためには、支援を必要とし

ているのにサービスが提供されていない人や虐待や暴力を受けている人、子育てに

悩んでいる人など、様々なSOSを見逃さない仕組みをつくる必要があります。 

そのため、隣近所の声かけから見守り、関係機関等との連携体制の確立を進めま

す。 

また、必要な人に適切なアドバイスができるように、必要なサービスや支援が届

くように、気軽に相談できる体制から専門的な相談までの総合的な相談支援体制づ

くりを進めるとともに、必要な情報が容易に入手できる環境づくりを進めます。 

さらに、ひとり暮らしや認知症の高齢者が増加するとともに、知的障害のある人

や精神障害のある人も増加していますが、財産の管理や福祉サービスの利用に困っ

ている人も多く、福祉サービス利用者の権利を守ります。 

また、適切なサービスが提供されているか、検証や評価を行いながら福祉サービ

ス等の充実と質の向上を図ります。 

 

 

 

子どもから高齢者まで、また、障害の有無や国籍等にかかわらず、地域社会の中

で安全に、安心して快適に暮らせるような環境を整える必要があります。 

とりわけ、近年では子どもの連れ去り等の事件が全国的にも起きていることから、

お互いの顔の見える関係を築く中で犯罪防止を促進するとともに、災害の備えなど

の取り組みを促進します。 

また、安心して移動や外出ができるように、安全な道路・交通環境づくりを進め

るとともに、施設の整備や住まいづくりにあたっては、公共、民間を問わず、ユニ

バーサルデザインの考え方を導入し、だれもが利用しやすい人にやさしいまちづく

りを進めます。 

 

必要な人に適切に支援が届く仕組みをつくるために 

基本目標３

安心して快適に暮らせる環境をつくるために 

基本目標４



 －５８－

 
 

めざすべき将来像「あいを育む泉南市」を実現するため、次のような体系のもとに行政

と地域にかかわる様々な主体との協働で取り組みを進めます。 

■計画の体系 

<将来像>            <基本目標>                        <取り組みの方向> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 計画の体系 

あ
い
を
育
む
泉
南
市 

基本目標１ 

地域社会でのつながりを 

つくるために 

基本目標２ 

住民主体の地域福祉活動 

を進めるために 

基本目標３ 

必要な人に適切に支援が 

届く仕組みをつくるために

基本目標４ 

安心して快適に暮らせる 

環境をつくるために 

(2) 多様な交流を進める 

(1) 共に生きる意識を高める 

(4) 地域福祉の担い手を育成する 

(3) 身近な地域での福祉活動を進める

(2) NPO・ボランティア活動を進める

(1) 市政への関心を高め、参画を進める

(5) 社会福祉協議会との連携を強化する

(4) 福祉サービス利用者の権利を守る 

(3) 必要な情報を入手しやすい仕組み

をつくる 

(2) 総合相談支援体制をつくる 

(1)  SOSを見逃さない仕組みをつくる

(5) 福祉サービス等の充実と質の向

上を図る 

(3) 利用しやすい施設やまちづくりを進める

(2) 安全な道路・交通環境づくりを進める

(1) 災害時の備えや防犯のための地域連

携を進める 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [419.528 595.276]
>> setpagedevice


